
天沼中学校の改築についての意見 資料１

① 子どもたちの居場所の確保
② 安心・安全に学べる学校
③ 健康・健全に過ごせる学校
④ 余裕のある学級数の設計
⑤ 汎用性のある設計、効率的な空間使用
⑥ 稼動性・対応力のある教室
⑦ 風、光が通る（明るい）学校
⑧ 先端技術を取り入れた学校
⑨ 配慮が必要な子に対応できるスペース
⑩ 生徒の安全確保・警備体制
⑪ 将来の変化に対応できる設備
⑫ 教職員の働く環境の整備
⑬ 学年活動ができる複数の場所
⑭ 広い校庭・広い体育館・人工芝
⑮ 伝統文化等を行う部屋（茶室等）
⑯ 部活動の地域展開を見越した体育施設
⑰ 想定できる外部要因を踏まえた設計
⑱ 子とも達が心地よく過ごせるスペース
がたくさんある学校

⑲ 天中といえば廊下のベンチ

⑳ 勉強に集中できる教室

① 通えなくなるリスクのある併設は心配、
反対

② 校庭や体育館を使いたい
③ 教員が情報交換しやすい
④ 運動場所は周辺の資源も活用
⑤ 併設して取り組む意義の説明を
⑥ あり方を検討してはどうか
⑦ 学校という建物に行くことが負担に
ならないか

⑧ 心理的に安心できる場所にしてほしい
⑨ 学校以外にも環境がいい施設があるので
はないか

⑩ 併設の成功事例も参考にして欲しい
⑪ 学びと活動する場所を十分にとる

教育環境
① みんなが幸せに共生できる空間
② 特色ある教育活動の推進基盤
③ 激化する自然現象に対応できる施設・
設備

④ 子どもを一番に、中学生が主役の学校
⑤ 地域やさざんか教室が納得できる改築
⑥ 私立への進学傾向を跳ね返す魅力ある
設備、子どもが通いたいと思う学校

⑦ 将来を見据えて本当に必要なことを見
極める

⑧ 生徒が学びの充実に対応できる施設
⑨ 学校教育と社会教育の融合する施設
⑩ 豊かな学びをかなえる校舎

天沼中学校の改築に向けて、第１回・第２回の懇談会やアンケートでの意見についてご紹介します。

コンセプト さざんか教室

① 地域のコミュニティが活性化する基盤
② 多世代が関わりやすい学校
③ 地域活動の拠点
④ 地域の人、卒業生が集う施設
⑤ 開放諸室を１階に集約
⑥ 体育館・プールの一般開放

地域とのかかわり

① 地下水が豊富であり校舎は地上のみで
② 体育館の地下にプール・室内プールを
要望（一般開放や周辺校との共用）

③ 天中へのプール建設は再考を
④ 工事車両の通行経路への懸念
⑤ 歩道状空地や植栽の整備
⑥ 旧若杉との関連を考慮
⑦ 現：西側校舎は近隣への配慮から２階建
になった

⑧ 新校舎は北東又は南東に寄せてはどうか
⑨ セットバックが完了した南側道路に
合わせて南門を新設してはどうか

⑩ 杉二は敷地の特徴を生かした設計
教室と廊下の間の壁は透明

⑪ 松溪中は開放的、多様な交流を育む工夫、
木の壁の温もり

校舎配置等

① 地域の防災拠点として十分な設備・施設
② マンホールトイレ、再エネ設備の充実
③ 避難生活の必要な面積の確保
④ 備蓄物品の充実
⑤ 多目的トイレの設置
⑥ 緊急車両の出入りや避難時の動き、担架
での移動、不審者対策等

⑦ 災害時の受援対策
⑧ 開放時のセキュリティ対策
⑨ 杉二は震災救援所の運営を考慮して体育
館や防災倉庫、会議室を校庭側に配置

防災・防犯


